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1 は じ め に

水稲代かき同時土中点播 (以下、土中点播とする。)

は、これまでの散播直播に比べ耐倒伏性が強化され、幼

穂形成期以降の乾物増加量が高まる
°
など収量向上が期

待できる栽培法である。本報告では、これ らの特徴を活

かし、収量向上を目的とした土中点播における被覆尿素

肥料の施用方法について検討したので報告する。

2 試 験 方 法

(1)耕種概要

1)試験年次 :1999年 ～2002年  2)試験場所 :青森県農

林総合研究センター (旧青森県農業試験場) 3)土壌条

件 :表層腐植質多湿黒ボク± 4)供試品種 :ゆめあかり

5)播種月日 :5月 11日 (4か年平均) 6)播種方法等 :土

中点播。乾籾2倍量のカルパー粉粒剤で催芽籾を粉衣。

播種量は5kg/a(乾籾 )。  7)水 管理 :出芽・苗立ちを

促進するために播種後2週 間程度の落水処理。また、幼

穂形成期前に中干し (10日 間程度 )。

(2)試験方法

1)試験区の構成 (1999～ 2002年 )

①「対照6+2」 :基肥窒素量06聴 /a、 追肥窒素量0 2kg

/a(幼穂形成期)。 いずれも速効性肥料を施用。 りん
酸とカリはそれぞれ1 0kg/a.

②「緩8」 :基肥窒素量0 8kg/a。 全量基肥栽培。被

覆尿素複合肥料 (LP‐ 70、 50%)施用。りん酸は1 lkg/a、

カリは0 8kg/a.

③「緩 M8」 :基肥窒素量0 8kg/ヽ 全量基肥栽培。

被覆尿素肥料 (LP 40と LP‐ 70)を同量混和。りん酸と

カリはそれぞれ1 0kg/a.

2)肥料溶出試験 (2002年 )

被覆尿素肥料 (LP 40及び LP 70)を 不織布の袋に入

れ (窒素成分lg程度)、 代かき後に土中 (5cm)に埋設。

その後、所定の時期に回収し、硫酸分解後、水蒸気蒸留

法で残存窒素量を測定し窒素溶出率を算出。

3 試験結果及び考察

(1)生育経過と収量

4か年とも出芽・苗立ちは良好であつた。なお、播種

から出芽揃いまでは10日 から14日 程度であつた。幼穂形

成期の生育は、草丈、ポ当たり茎数とも「緩M8Jが優
った。成熟期の生育 (得長、穂数)についても同様であ

つた。倒伏の発生は各区とも極めて少なかつた (表 1)。

収量は「緩 8」 が 「対照6+2」 (以下、対照とする)と

同等であつた。「緩M8」 は他の区より耐当たり籾数が多

く、登熟歩合は同等であつたため対照より7ポイン ト上

回つた。また、収量の変動は「緩 8」 及び
「緩M8」 が対

照よりやや小さかつた (表 2)。

(2)乾物重、窒素含有率及び窒素吸収量

幼穂形成期では「緩M8」 の乾物重が対照に比べ若干

多かつたものの、窒素含有率が高く、空素吸収量は多く

なつた。

また、穂揃期及び成熟期においても「緩 M8」 の乾物

重は対照より多くなり、窒素含有率が対照と大差なかつ

たものの、窒素吸収量は多くなつた。 (表 3)。

(3)被覆尿素の肥料溶出率

圃場に埋設 した LP40及び LP 70の肥料溶出率は、幼

穂形成期 (7月 16日 )で L'40が 80%、 LP‐ 70は 64%、 穂

揃期 (8月 13日 )ではそれぞれ90%、 82%で穂揃期にか

けても肥効が持続しているものと考えられた (図 1)。

(4)「緩M8」 における増収要因

「緩 M8」 の増収要因については、穂数増加によるポ

当たり籾数の確保とポ当たり籾数が多かつたものの登熟

歩合がほぼ同等となつたことがあげられる。

本県のような寒冷地の湛水直播栽培では、出芽・苗立

ち促進のために播種後の落水管理を行つているが、速効

性窒素肥料を施肥した場合、施肥窒素が流亡し幼穂形成

期の乾物重や窒素含有率及び窒素吸収量が低下すること

が報告されている
の
。これに対し「緩 M8」 は窒素肥料

を全て被覆尿素としたため落水処理中の窒素の流亡が少

なく、再湛水後も L喜40の肥効が幼穂形成期頃まで、LP‐

70の肥効が穂揃期頃まで持続 したことにより乾物重や窒
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素吸収量が高まり、穂数増加とポ当たり籾数の確保に結

びついたと考えられる。

この様に「緩M8」 は施肥窒素の肥効が長期間維持さ

れたことにより、幼穂形成期から穂揃期にかけての窒素

含有率がやや高めで推移し、これが登熟期の稲体の活力

維持につながつたものと考えられる。

4 まとめ

土中点播において、収量向上を目的とした被覆尿素肥

料利用による全量基肥栽培について検討した。

その結果、基肥窒素を異なる被覆尿素肥料 (LP 40及

び L卜70の 同量混和)で施肥することで、播種後の落水

処理を行つても施肥窒素の肥効が維持され、幼穂形成期、

表1 生育状況 (1999-2002年 )

区名  草丈  茎数  稗長  穂長  穂数  茎歩
(cm)(本/ポ)(cm)(cm)(本 /ポ)合 (%) (0～ 5)

対月〔6+2  53 5    637    73 2   17 5   392     62

緩8  550  651  742 172 400  61
緩M8  564  740  777 175 443  60

穂揃期及び成熟期の乾物重や窒素吸収量が対照 (速効性

肥料の追肥体系)よ り多くなり、ポ当たり籾数が多くな

つたものの登熟歩合の低下がみ られず、7ポイン ト増収

し、収量の年次変動も少なめとなつた。
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図1 月巴料別窒素溶出率 (2002年 )
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表2 収量及び収量構成要素

収量構成要素              収量     玄米中
区名 ―穂籾数 ポ当たり籾数 登熟歩合 千粒重 同左比 タンパク質

(粒) (× 100粒) (%) (g)(kg/a)(c.v.)0)含有率α)
対照6+2 78
緩8  74

緩8      219

緩M8  212

306      86 8   22 7    54 7   18 7    100    7 3

296      87 8   22 8    53 9    6 4    99     7 2

緩M8  75   331   860 225  586 H7  107  74
注)玄米中タンパク質含有率 :ケルダール法により求めた玄米中窒素含有率に595

を乗じて算出した。

表3 乾物重、窒素含有率及び窒素吸収量 (1999～ 2002年 )

2.2

25
48
53

727       1 0

742       1 2

7 4       1280      0 8

8 5       1373      0 8

(g/ポ) (%)  (Ng/ポ ) (g/ポ) (%)  (Ng/ポ ) (g/ポ) l・O)  (Ng/誘 )
対丹員6+2   196       2 0        4 0       701       1 1        7 8       1246      0 8       9 4
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